
  
 
 

ターンテーブルの運営評価について 

 

１ 概 要 

・ 現施設の管理者であるジャパン アセット マネジメント（株）と県との賃貸借契約は、

令和９年３月末までとなっている。 

・ 外部有識者からなる運営評価委員会を設置し、施設の設置効果の検証・評価を実施。 

 

２ 評価委員会の意見 

（１）成果 

・ 県産食材を使用した豊富なメニュー開発や季節ごとの県産食材フェアを実施する 

など、質の高い料理を提供し、利用者から高評価を得るとともに、地域イベントへの

出店など、地域との繋がりを深める活動により、固定客の取り込みに成功している。 

・ ターンテーブルの地道な活動は、情報発信や県産品の販路拡大という点において、 

一定の成果を上げており、評価できる。 

（２）課題 

・ 渋谷駅の繁華街から外れた立地や施設の控えめなＰＲ（装飾）など、「徳島県をあえ

て前面に出さない」コンセプトのため、利用者に「徳島県」や「徳島の食」が、効果

的に発信できているとは言い難い。 

・ 商圏は神泉町や周辺地域が中心で、情報発信効果は限定的。当初は、特徴的なコンセ

プトが注目を集め、各種メディアに取り上げられたものの、令和４年度以降、主要 

メディアへの掲載は減少傾向にあり、話題性も低下している。 

・ 開設から８年のうち黒字経営は２年間のみである上、現施設は築２９年が経過して 

おり、今後多額の改修費用が見込まれる。 

（３）方向性 

・ 首都圏において、更なる徳島県の認知度向上や県産品の販路拡大を図るには、現在

の立地や形態にとらわれず、「徳島県をあえて前面に出さない」という施設運営の

コンセプトの見直しが必要。 

・ 県においては、ターンテーブルのほか、ＳＮＳ、ふるさと納税、 

（公社）徳島県産業国際化支援機構を活用した情報発信、販路拡大対策についても

併せ検討されたい。 

 

３ 評価スケジュール 

令和７年 ８月 １日 第１回運営評価委員会（概要説明） 

      ８月２９日 第２回運営評価委員会（現地視察・事業者ヒアリング） 

     １０月１７日 第３回運営評価委員会（意見交換） 

１１月１０日 第４回運営評価委員会（意見書取りまとめ） 

１１月２８日 意見書の提出 

令和 7年 11月定例会（付託） 
経済委員会 資料１ 
農林水産部 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターンテーブルの運営状況に関する意見書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

ターンテーブル運営評価委員会 



  

 

 

 

 

  ターンテーブル運営評価委員会設置要綱に基づき、首都圏における徳島県の 

 情報発信・交流拠点である「ターンテーブル」の運営に関する評価委員会にお 

 いて、評価を行いました。 

  評価内容につきまして、ここに意見書としてとりまとめ提出いたします。 
 
  令和７年１１月２８日 

               

ターンテーブル運営評価委員会 

 

                                                   委員長 坂東  宣哉 

 



 

 

 

意 見 書 

１ 経過 

 「ターンテーブル」は、「徳島の食とライフスタイル」をテーマとした、首都圏におけ

る「情報発信と交流の拠点」として平成３０年２月に開設された。 

 そのコンセプトは、都内で競合する他のアンテナショップとは一線を画し、「徳島県を

あえて前面に出さず」接客や交流を通じて、利用者に徳島の価値を発見し、発信いただく
ことで「県産品の認知度向上」や「とくしま回帰」に繋げる特徴的なものである。 

施設は、渋谷駅の繁華街の喧騒から離れ、静かで落ち着いた雰囲気の中に個性豊かで洗

練されたカフェやレストランが集積し、高感度な人が集まる“奥渋谷”にあり、「飲食・

物販機能」に加え、「宿泊機能」を備えた形態となっている。 

また、運営については、県が賃借・整備した施設を県産品の利用や販売、ＰＲなどの条

件を付した上で、運営事業者に貸し付け、「民間のノウハウ」を活用している。 

 

２ これまでの成果  

 「ターンテーブル」は、県産食材をふんだんに使用した年間１２６種類の豊富なメニュ
ー開発を行い、季節ごとの県産食材フェアを年間１７回実施するなど、質の高い料理を提
供し、利用者から高評価を得るとともに、年間２４０件のＳＮＳ発信やメディアへの働き
かけにより、多くのテレビ・雑誌などで取上げられてきた。 

 また、「ふるさと渋谷フェスティバル」といった地域イベントへの出店やチラシの配布
など、地域との繋がりを深める活動により、固定客の取り込みに成功するとともに、周辺
飲食店への外商活動により、県産食材の販売拡大に貢献している。 

加えて、県人による交流会などを企画・開催していることや、「徳島ゆかりのスタッフ」
を中心とした人材ネットワークの形成を通じ、これらの人々にとって、「徳島との心の拠
り所」となっている。 

こうした地道な活動により、限定的ではあるものの設置目的である「徳島の食とライフ
スタイル」のブランディングや情報発信、販路拡大という点において、一定の成果を上げ
てきたと評価できる。 

 

３ 課題と方向性 

渋谷駅の繁華街から外れた立地や施設の装飾をはじめとする控えめなＰＲなど、ターン

テーブルは、「徳島県をあえて前面に出さない」コンセプトのため、スタッフの説明や予

備知識がなければ、利用者の多くが徳島県のアンテナショップであることを認識すること

が難しいと考えられ、「徳島県」や「徳島の食」が、効果的に発信できているとは言い難

い。 

また、現立地は、ビジネス街や住宅街に近く、これらの方々を固定客として取り込むこ

とができるメリットを生んできた一方で、商圏は神泉町や周辺地域が中心で、情報発信の

効果は限定的であり、加えて、開設当初は、特徴的なコンセプトにより、マスメディアの

注目を集めたものの、開設５年目の令和４年度以降、主要メディアへの掲載は減少傾向に

あり、話題性も低下している。 

運営面においては、開設から８年のうち黒字経営は、２年間のみであり、持続可能な運
営を図るには、収益構造の改善が必要であるだけでなく、現施設は築２９年が経過し、今

後多額の改修費用も見込まれる。 

これら課題を踏まえると、首都圏において、更なる徳島県の認知度向上や県産品の販路
拡大を図るためには、現在の立地や形態にとらわれず、「徳島県をあえて前面に出さない」
という施設運営のコンセプトの見直しが必要である。 

なお、県においては、ターンテーブルのほか、ＳＮＳ、ふるさと納税、（公社）徳島県
産業国際化支援機構を活用した情報発信、販路拡大対策についても併せて検討されたい。 
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４ ターンテーブル運営評価委員会の開催概要 

 （１）第１回運営評価委員会 

     開催日：令和７年８月１日（金） 

     開催場所：徳島県庁１１０２会議室 

     内容：①ターンテーブル運営評価実施計画について 

        ②ターンテーブルの施設概要について 

        ③ターンテーブルの運営状況について 

        ④意見交換 

    

 （２）第２回運営評価委員会 

     開催日：令和７年８月２９日（金） 

     開催場所：ターンテーブル（東京都渋谷区神泉町１０－３） 

     内容：①現地視察 

        ②運営事業者から意見聴取 

 

 （３）第３回運営評価委員会 

     開催日：令和７年１０月１７日（金） 

     開催場所：徳島県庁９０１会議室 

     内容：①ターンテーブル運営評価委員会・個別評価について 

        ②意見交換 

 

 （４）第４回運営評価委員会 

     開催日：令和７年１１月１０日（月） 

     開催場所：徳島県庁１００１会議室 

     内容：①ターンテーブル運営評価に関する意見書について 

        ②意見交換 

 

 

５ 委員名簿                                     

                                     （敬称略・五十音順） 

氏  名 所  属 備 考 

 天野 嘉彦 

 

公益社団法人徳島県産業国際化支援機構 理事 

（とくぎんトモニリンクアップ株式会社 代表取締役社長） 

 

 

 近藤 明子 

            

学校法人四国大学経営情報学部メディア情報学科 准教授 

 

 

 

 田中 里佳 

 

税理士法人田中会計事務所 公認会計士、税理士 

 

 

 

 坂東 宣哉 

 

公益財団法人徳島経済研究所 事務局長 

 

委員長 

 

 村 上  哲   

            

全国農業協同組合連合会徳島県本部 副本部長  

 

 

 

 
 
  
（添付資料） 
 
ターンテーブル運営評価委員会（個別評価） 
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項
目

こ
れ
ま
で
の
成
果

課
題
と
方
向
性

情 報 発 信

施
設
利
用
者
へ
の

「
徳
島
県
」
「
徳
島

の
食
」
の
情
報
発
信

・
料
理
の
工
夫
や
提
供
方
法
が
優
れ
、
味
も
美
味
し
い
と

利
用
者
か
ら
評
価
さ
れ
、
好
印
象
を
得
て
い
る
。

・
季
節
フ
ェ
ア
ー
、
メ
ニ
ュ
ー
開
発
な
ど
に
よ
り
県
産

食
材
の
情
報
発
信
に
一
定
の
効
果
は
見
ら
れ
る
。

・
県
民
で
も
珍
し
い
調
理
方
法
で
提
供
し
、
新
鮮
で

魅
力
的
な
食
体
験
を
提
供
し
て
い
る
。

・
「
徳
島
」
を
前
面
に
出
さ
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
た
め
、
利
用
者
が
ど
の

程
度
徳
島
県
を
意
識
し
て
い
る
か
不
明
で
あ
り
、
効
果
的
に
発
信

で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
再
検
討
が
必
要
。

・
広
告
媒
体
は
、
S
N
S
中
心
に
移
行
し
て
い
る
た
め
、
シ
ン
プ
ル
で

直
感
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
が
望
ま
し
い
。

・
コ
ン
セ
プ
ト
が
現
在
の
県
の
総
合
的
な
P
R
戦
略
に
合
致
し
て
い
な
い
。

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
デ
ィ
ナ
ー
利
用
者
全
体
の
１
割
程
度
と
低
調
で
、

外
国
人
観
光
客
の
飲
食
利
用
へ
の
取
り
込
み
が
不
十
分
。

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
向
け
の
食
体
験
型
プ
ラ
ン
や
､地

域
観
光
と
の
セ
ッ
ト

商
品
開
発
な
ど
、
「
徳
島
ゆ
か
り
の
と
こ
ろ
に
来
た
」
と
実
感
で
き
る

よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
や
体
験
強
化
が
必
要
。

S
N
S
・
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
「
徳
島
県
」

「
徳
島
の
食
」
の
情

報
発
信

・
年
間
6
2
3
件
の
メ
デ
ィ
ア
掲
載
や
S
N
S
更
新

・
量
・
質
と
も
に
良
好
で
、
首
都
圏
に
向
け
た
情
報
発
信

に
お
い
て
一
定
の
評
価
が
で
き
る
。

・
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
る
姿
勢
は
評
価
で
き
る
。

・
神
泉
の
地
元
住
民
や
周
辺
の
店
舗
関
係
者
に
対
し
て

徳
島
の
食
の
情
報
発
信
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

・
広
告
換
算
額
は
令
和
４
年
度
以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
、
開
設
９
年
度
目

で
話
題
性
が
低
下
。

・
S
N
S
発
信
は
単
発
の
メ
ニ
ュ
ー
紹
介
や
イ
ベ
ン
ト
告
知
が
中
心
で
あ
り
、

「
徳
島
」
や
「
徳
島
県
産
品
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
・
文
化
的
背
景
を

組
み
合
わ
せ
た
発
信
が
弱
い
。

・
神
泉
以
外
の
他
地
域
へ
の
広
が
り
が
不
十
分
で
よ
り
広
い
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
向
け
た
発
信
が
求
め
ら
れ
る
。

県 産 品 の 販 路 拡 大

施
設
内
で
の
県
産
品

の
販
売
促
進

・
県
産
食
材
を
8
3
%
使
用
。

・
年
間
1
2
6
種
類
の
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や
1
7
回
の

旬
フ
ェ
ア
実
施
（
令
和
６
年
度
）
は
評
価
で
き
る
。

・
首
都
圏
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
商
品
の
提
供
が

行
わ
れ
て
い
る
。

・
デ
ィ
ナ
ー
客
の
伸
び
悩
み
や
ラ
ン
チ
利
用
者
が
減
少
。

・
メ
ニ
ュ
ー
が
洋
食
中
心
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
訴
求
力
が
弱
い
、
郷
土

料
理
の
導
入
、
海
外
向
け
メ
ニ
ュ
ー
説
明
、
ハ
ラ
ー
ル
認
証
の
取
得
等

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
訴
求
力
・
対
応
力
強
化
が
必
要
。

・
ラ
ン
チ
の
オ
フ
ィ
ス
客
は
物
販
に
結
び
つ
か
な
い
た
め
、
食
事
か
ら

県
産
品
の
購
入
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。

（
ふ
る
さ
と
納
税
等
）

県
産
品
の
掘
り
起
こ

し
・
県
内
生
産
者
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

・
従
業
員
の
定
期
的
産
地
訪
問
に
よ
る
掘
り
起
こ
し
を
実

施
し
、
生
産
者
と
の
関
係
も
良
好
な
点
は
評
価
で
き
る
。

・
飲
食
提
供
を
通
し
た
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
収
集
と
生
産
者

へ
の
適
切
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施
。

・
レ
ス
ト
ラ
ン
利
用
か
ら
物
販
へ
の
導
線
が
弱
い
。

・
店
内
販
売
を
補
う
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
の
強
化
や
商
談
会
の
拡
大

が
必
要
。

・
徳
島
で
食
べ
て
み
た
い
と
思
わ
せ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
必
要
。

周
辺
店
舗
や

実
需
者
へ
の

販
売
拡
大

・
周
辺
飲
食
店
へ
の
外
商
活
動
に
よ
る
県
産
品
仕
入
額
の

増
加
や
販
路
拡
大
の
取
組
は
評
価
で
き
る
。

・
地
道
な
P
R
活
動
に
よ
り
、
神
泉
の
地
域
内
で
の

認
知
度
・
関
係
構
築
は
良
好
。

・
商
圏
は
神
泉
や
周
辺
地
域
が
中
心
で
限
定
的
。

・
明
確
な
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
商
社
機
能
の

拡
大
と
持
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
。

・
徳
島
か
ら
の
輸
送
コ
ス
ト
の
高
さ
が
採
算
性
に
影
響
し
て
い
る
。
共
同

配
送
・
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
が
必
要
。

タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
運
営
評
価
委
員
会
（
個
別
評
価
）



項
目

こ
れ
ま
で
の
成
果

課
題
と
方
向
性

と く し ま 回 帰

交
流
の

し
か
け
づ
く
り

・
食
材
フ
ェ
ア
、
県
人
会
な
ど
、
一
定
程
度
、
人
が
集
ま

り
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
。

・
徳
島
ゆ
か
り
の
従
業
員
に
よ
る
自
発
的
な
企
画
や

取
り
組
み
は
評
価
で
き
る
。

・
イ
ベ
ン
ト
開
催
回
数
が
減
少
し
参
加
者
数
も
伸
び
悩
み
。

・
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
満
足
度
等
の
定
量
的
把
握
に
よ
る
改
善
サ
イ
ク
ル

が
必
要
。

・
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
作
り
体
験
や
、
移
住
者

の
体
験
談
、
徳
島
の
自
然
や
知
る
人
ぞ
知
る
場
所
で
得
ら
れ
る
体
験
等
、

移
住
や
観
光
な
ど
の
次
に
繋
が
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
必
要
。

観
光
・
移
住
創
出

・
徳
島
ゆ
か
り
の
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
在
籍
し
、
タ
ー
ン

テ
ー
ブ
ル
や
施
設
利
用
者
へ
の
長
期
に
及
ぶ
関
係
性

構
築
は
、
県
を
盛
り
上
げ
る
大
き
な
う
ね
り
を
生
む

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

・
地
元
を
離
れ
た
徳
島
ゆ
か
り
の
若
者
の
心
の
拠
り
所

と
も
な
る
取
組
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。

・
来
店
目
的
が
「
飲
食
・
宿
泊
」
中
心
で
、
「
徳
島
県
へ
の
興
味
」
で
は

な
い
た
め
、
観
光
・
移
住
に
繋
が
る
可
能
性
が
低
い
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
や
S
N
S
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
多
く
の

人
々
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要

・
徳
島
ゆ
か
り
の
ス
タ
ッ
フ
の
Ｐ
Ｒ
は
、
声
か
け
が
で
き
た
人
々
に
限
定

さ
れ
る

・
観
光
・
移
住
の
情
報
発
信
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
発
信
戦
略
が
必
要

・
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
単
独
で
観
光
や
移
住
の
流
れ
の
創
出
は
難
し
い
。

今 後 の 展 開

現
施
設
の
場
所
の

妥
当
性

・
渋
谷
区
神
泉
町
は
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
や
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
と
し
て
の
利
便
性
が
あ
る
。

・
神
泉
町
は
地
域
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
地
域
住
民
や
周
辺

飲
食
店
と
の
小
規
模
な
が
ら
深
い
繋
が
り
を
活
か
し
た

発
信
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

・
渋
谷
駅
の
繁
華
街
か
ら
外
れ
て
い
る
の
で
、
集
客
範
囲
が
限
定
的
。

・
来
店
動
機
が
強
い
客
に
限
定
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

・
情
報
発
信
拠
点
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
設
置
す
る
な
ら
、

人
が
多
く
集
ま
る
場
所
に
す
べ
き
。

・
現
立
地
に
固
執
せ
ず
、
渋
谷
以
外
も
含
め
た
立
地
の
再
検
討
し
、

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
る
べ
き
。

現
施
設
の
形
態
の

妥
当
性

・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ホ
ス
テ
ル
・
マ
ル
シ
ェ
に
よ
る

一
貫
し
た
徳
島
体
験
提
供
の
基
盤
は
整
っ
て
い
る
。

・
あ
え
て
徳
島
を
前
面
に
出
さ
な
い
「
控
え
め
な
Ｐ
Ｒ
」

が
逆
に
お
し
ゃ
れ
さ
や
上
質
感
を
醸
し
出
し
て
お
り
、

一
定
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
。

・
ホ
ス
テ
ル
部
門
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
の
接
点
が

あ
る
こ
と
は
強
み
。

・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ホ
ス
テ
ル
・
マ
ル
シ
ェ
が
総
合
的
な
発
信
力
と
し
て

十
分
機
能
し
て
い
な
い
。

・
「
徳
島
ブ
ラ
ン
ド
を
体
感
で
き
る
統
合
拠
点
」
と
し
て
再
定
義
し
、

「
滞
在
→
食
→
購
買
→
誘
客
」
の
明
確
な
循
環
ス
ト
ー
リ
ー
設
計
す
る

等
、
機
能
間
の
連
動
強
化
が
必
要
。

・
利
益
が
で
て
い
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
接
点
と
し
て
ホ
ス
テ
ル
の

維
持
は
意
義
が
あ
る
。

費
用
対
効
果

・
首
都
圏
に
お
け
る
徳
島
県
唯
一
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

で
、
そ
の
位
置
づ
け
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
そ
の
点

で
施
設
修
繕
や
備
品
更
新
は
妥
当
。

・
ス
タ
ッ
フ
の
熱
意
や
レ
ス
ト
ラ
ン
・
宿
泊
施
設
の

魅
力
は
高
く
評
価
で
き
潜
在
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
は
あ
る
。

・
築
年
数
が
経
ち
多
額
の
改
修
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。

・
施
設
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
考
慮
す
る
と
、
現
在
の
場
所
・
施
設
で
の

黒
字
化
は
困
難
、
費
用
対
効
果
が
見
込
め
な
い
可
能
性
が
高
い
。

・
現
在
の
ス
キ
ー
ム
を
継
続
す
る
な
ら
運
営
事
業
者
の
自
立
経
営
化
が

必
要
。

・
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
こ
れ
以
上
の
費
用
負
担
は
合
理
性
に
欠
け
る
。

・
新
た
な
施
策
と
し
て
、
商
社
機
能
拡
大
（
徳
島
県
産
業
国
際
化
支
援
機

構
の
活
用
）
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
込
み
強
化
な
ど
に
よ
る
、

持
続
可
能
な
事
業
へ
と
発
展
さ
せ
る
必
要
。

タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
運
営
評
価
委
員
会
（
個
別
評
価
）
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